
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

〈
地
域
と
と
も
に
〉 

 

本
年
も
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
と
し

て
、
子
供
た
ち
が
地
域
と
と
も
に
学
び
、
地

域
と
と
も
に
育
っ
て
い
け
る
よ
う
、
職
員
一

同
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
十
二
月
九
日
の
餅
つ
き
大
会
に

は
、
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
観
い
た

だ
き
、
子
供
た
ち
の
成
長
し
た
姿
を
お
見
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
で
三
十
九

回
目
を
迎
え
た
餅
つ
き
大
会
は
、
貫
井
町
会

の
皆
様
の
ご
尽
力
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
の

支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま
で
継
続
し

て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
餅
つ
き
大
会
で
は
、
毎
年
三
年
生
が

餅
つ
き
や
貫
井
囃
子
な
ど
に
つ
い
て
の
調
べ

学
習
の
発
表
と
と
も
に
、
貫
井
囃
子
の
演
奏 

を
行
い
ま
す
。
特
に
貫
井
囃
子
は
、
貫
井
囃

子
保
存
会
の
皆
様
に
直
接
ご
指
導
を
受
け
て 

    

い
ま
す
。
保
存
会
の
皆
様
の
ご
指
導
は
、
二

十
年
近
く
前
か
ら
続
い
て
お
り
、
地
域
の
伝

統
文
化
を
体
験
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
こ
で
指
導
を
受
け
た
子
供
た
ち

が
、
こ
の
貴
重
な
伝
統
文
化
を
継
承
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
餅
つ
き
大
会
で
つ
い
た
お
餅
で
大
き

な
鏡
餅
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
校
長
室
の

前
に
飾
り
子
供
た
ち
に
紹
介
し
ま
し
た
。
本

格
的
な
餅
つ
き
や
お
囃
子
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
、
子
供
た
ち
は
、
日
本
の
伝
統
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
の
方
々
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
地
域
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
育
む
よ
い
機
会
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。
関
係
の
皆
様
に
は
、
改
め

て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
校
は
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
練
馬
区
学

校
・
地
域
連
携
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
で
二
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
学
校

農
園
で
の
サ
ツ
マ
イ
モ
や
大
根
な
ど
の
栽
培
、

昔
の
貫
井
地
域
の
米
作
り
や
道
具
の
使
い
方

の
指
導
、
戦
争
体
験
の
お
話
や
昔
遊
び
の
体

験
、
地
域
の
消
防
団
の
役
割
や
仕
事
の
学
習
、

琴
の
演
奏
や
毛
筆
の
指
導
な
ど
、
学
校
支
援
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
お
二
人
の
ご
尽
力
で
、

多
く
の
地
域
の
皆
様
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ

ー
と
し
て
子
供
た
ち
へ
の
指
導
を
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
子
供
た
ち

に
地
域
へ
の
愛
着
や
地
域
の
担
い
手
と
し
て

の
自
覚
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
も
地

域
と
学
校
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ
く

連
携
・
協
働
を
す
す
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

〈
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
に
つ
い
て
〉 

一
月
十
三
日
（
土
）
に
実
施
い
た
し
ま
す

今
回
の
公
開
で
は
、
二
校
時
に
外
国
の
方
々

を
各
学
級
に
迎
え
、
そ
の
国
の
文
化
に
触
れ

る
と
と
も
に
、
外
国
の
方
々
と
交
流
を
し
ま

す
。
交
流
す
る
の
は
、
モ
ン
ゴ
ル
、
中
国
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
ア

メ
リ
カ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ

ス
ト
ニ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
の
方
々
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

三
校
時
は
保
護
者
の
皆
様
を
対
象
に
ル
ー
マ

ニ
ア
の
大
使
館
の
方
を
お
招
き
し
て
、
ル
ー

マ
ニ
ア
の
子
育
て
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
楽
器
で
あ
る

パ
ン
フ
ル
ー
ト
の
第
一
人
者
の
演
奏
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

一
月
の
行
事
予
定 

7
（
日
）
冬
季
休
業
日
終 

8
（
月
）
成
人
の
日 

9
（
火
）
始
業
式
・
給
食
始 

午
前
授
業
（
一
～
四
年
） 

委
員
会
活
動
（
五
校
時
） 

10
（
水
）
計
測
（
六
年
） 

11
（
木
）
計
測
（
五
年
） 

12
（
金
）
計
測
（
四
年
） 

13
（
土
）
学
校
公
開
三
時
間
授
業 

校
内
書
初
展
始
（
～
19
日
ま
で
） 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

（
一
校
時
授
業
・
二
校
時
交
流
会
・ 

 

三
校
時
講
演
会
） 

 
 

 
 

 

15
（
月
）
お
話
の
会(

一
、
二
年) 

ク
ラ
ブ
活
動 

16
（
火
）
計
測
（
三
年
） 

17
（
水
）
お
話
の
会(

五
、
六
年)

・
計
測(

二
年) 

18
（
木
）
計
測
（
一
年
） 

20
（
土
）
連
合
図
工
展
始 

（
練
馬
区
立
美
術
館 

～

25
日
ま
で
） 

22
（
月
）
避
難
訓
練 

24
（
水
）
マ
ラ
ソ
ン
月
間
開
始
（
2/14
ま
で
） 

25
（
木
）
社
会
科
見
学
（
三
年
） 

 
 
 
 

 

保
育
園
交
流
（
二
年
） 

26
（
金
）
午
前
授
業 

27
（
土
）
連
合
書
き
初
め
展
（
～
28
日
ま
で
） 

29
（
月
）
ク
ラ
ブ
活
動 

30
（
火
）
租
税
教
室
（
六
年
） 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No．３７０ 

平成 30 年 1 月 

練馬第二小学校 

校長 大槻 亨 

★
今
月
の
生
活
目
標 

・
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う
。 

★
週
の
生
活
目
標 

・
す
す
ん
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
。 

・
言
葉
づ
か
い
に
気
を
つ
け
る
。 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

校
長 

 

大
槻 

亨 
 



も
ち
つ
き
大
会
を
終
え
て 

副
校
長 

川
勝 

肇
恵 

 

子
供
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
第
三
十
九

回
の
も
ち
つ
き
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

薪
の
釜
で
餅
米
を
蒸

し
、
臼
や
杵
を
使
っ
て
の

餅
つ
き
を
体
験
し
、
つ
き

た
て
の
お
も
ち
を
食
べ

る
貴
重
な
体
験
を
し
ま

し
た
。 

も
ち
つ
き
大
会
に
向
け
て
、
青
少
年
委
員
の

関
口
様
に
は
地
域
と
の
連
絡
・
調
整
を
、
地
域

の
方
々
は
道
具
の
点
検
・
準
備
、
保
護
者
の
皆

様
に
は
も
ち
米
や
あ
ん
こ
な
ど
の
準
備
や
下

ご
し
ら
え
、
使
う
道
具
の
消
毒
な
ど
を
お
手
伝

い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
も
朝
早
く

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

三
十
九
回
の
歴
史
を
か
み
し
め
る
と
と
も

に
、
練
二
小
の
子

供
た
ち
の
健
全
育

成
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
貫
井
囃

子
保
存
会
の
方
々

に
は
、
ご
多
用
の
中
、

お
囃
子
の
太
鼓
や
篠
笛

の
指
導
に
ご
来
校
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

餅
つ
き
大
会
を
通
し

て
、
子
供
た
ち
は
地
域

の
文
化
や
伝
統
を
知
る

と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
一
員
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
実
感
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 世

界
の
困
っ
て
い
る
子
供
た
ち
に

優
し
さ
を 

特
別
活
動
主
任 

重
白 

裕
美 

今
年
度
は
十
二
月
六
日
か
ら
、
ユ
ニ
セ
フ

期
間
を
実
施
し
ま
し
た
。
代
表
委
員
会
で
は
、

世
界
の
困
っ
て
い
る
子
供
た
ち
の
こ
と
を

調
べ
ま
し
た
。
地
雷
・
子
供
兵
士
・
紛
争
・

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
・
栄
養
不
良
の
五

つ
の
現
状
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
発
表

を
聞
く
全
校
児
童
の
真
剣
な
眼
差
し
が
印

象
的
で
す
。 

七
日
と
八
日
に
代
表
委
員
が
自
作
の
募

金
箱
を
も
ち
、
呼
び
掛
け
を
し
ま
し
た
。
お

預
か
り
し
た
募
金
を
開
け
て
み
る
と
、
今
年

も
手
紙
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
練
二
小
の
子

供
達
は
本
当
に
優
し
さ
が
溢
れ
て
い
ま
す
。 

お
か
げ
さ
ま
で
、
「
五
万
千
五
百
二
十
四

円
」
集
ま
り
ま
し
た
。
寒
い
冬
に
家
が
な
く
、

眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
供
た
ち
に
「
フ
リ

ー
ス
毛
布
」
を
約
二
百
十
七
枚
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  

    

連
合
図
工
展
に
つ
い
て 

図
画
工
作
科 

下
釜 

み
ど
り 

毎
年
、
年
明
け
早
々
の
大
き
な
連
合
行
事
と

し
て
、
練
馬
区
立
小
学
校
連
合
図
画
工
作
展
が

あ
り
ま
す
。 

今
年
は
一
月
二
十
日
（
土
）
～
二
十
五
日

（
木
）、
練
馬
区
立
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

十
二
月
に
練
馬
区
は
東
京
都
図
画
工
作
研

究
会
城
北
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。『「
こ
う
し

た
い
」
が
う
ま
れ
る
と
こ
ろ
』
を
テ
ー
マ
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ
の
下
、
本
校
子

供
た
ち
も
学
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

連
合
図
工
展
で
は
区
内
全
小
学
校
の
代
表

児
童
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
本
校
か
ら
は
、

一
年
生
か
ら
六
年
生
の
代
表
児
童
の
平
面
作

品
・
立
体
作
品
を
出
品
す
る
予
定
で
す
。 

様
々
な
材
料
や
道
具
を
使
い
、
自
分
ら
し
く

自
分
の
「
こ
う
し
た
い
」
を
存
分
に
発
揮
し
表

現
し
た
力
作
で
す
。
出
品
さ
れ
て
い
る
お
子
さ

ん
だ
け
で
な
く
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
お
出
か
け
い
た
だ
き
、
練
馬
区
の
子

供
た
ち
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 校
内
書
き
初
め
展
に
つ
い
て 

 
 
  

国
語
部
書
写
担
当 

佐
藤 

佳
代
子 

 
 

 

一
月
十
三
日
（
土
）
か
ら
十
九
日
（
金
）
ま

で
、
校
内
に
子
供
た
ち
の
書
き
初
め
を
展
示
し

ま
す
。
ど
の
作
品
も
、
冬
休
み
中
に
練
習
し
た

成
果
で
す
。 

 

一
、
二
年
生
は
硬
筆
、
三
年
生
以
上
は
毛
筆

で
取
り
組
み
ま
し
た
。
「
と
め
」
や
「
は
ね
」

「
は
ら
い
」
な
ど
に
注
目
し
て
「
文
字
を
正
し

く
書
く
こ
と
」
を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

一
月
十
日
（
水
）
か
ら
十
二
日
（
金
）
ま
で
、

校
内
で
書
き
初
め
が
行
わ
れ
ま
す
。
校
内
に
展

示
さ
れ
る
、
作
品
の
一
つ
一
つ
を
ぜ
ひ
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。 

 

ま
た
、
一
月
二
十
七
日
（
土
）
と
二
十
八
日

（
日
）
に
は
、
練
馬
区
立
美
術
館
の
二
階
に
お

い
て
、
連
合
書
き
初
め
展
も
開
か
れ
ま
す
。
各

学
年
か
ら
選
ば
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

ご
都
合
が
付
き
ま
し
た
ら
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。 


